
 
   

平成 2２年度 第２回磐田市高齢者虐待防止ネットワーク会議 次第 

 

日時：平成２３年２月２４日（木）午後１時３０分～ 

場所：ｉプラザ 2 階 ふれあい交流室  

 

 

１ 開 会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 議 事 

（１）高齢者虐待発生状況及び事例報告 

 

 

  （２）高齢者虐待に対する啓発活動について 

     ・啓発ポスター（チラシ）の作成・配布について 

     ・若年層への啓発活動 

       神明中学校 3 年生（2 月１７日 開催） 

 

４ その他 

   

 

 

 



磐田市高齢者虐待件数　推移

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

通報相談件数 20 31 25 22 16

虐待若しくはその疑いがあると判断 16 15 14 17 14

身体的虐待 9 10 8 15 11

介護放棄 7 0 4 4 4

心理的虐待 1 8 3 4 6

性的虐待 0 0 0 0 0

経済的虐待 3 5 1 1 6

２３年1月末現在



■■ 身体的虐待身体的虐待

暴力や身体拘束暴力や身体拘束
■■ 介護放棄介護放棄

充分な介護がされない充分な介護がされない
■■ 心理的虐待心理的虐待

怒鳴る怒鳴る ののしるののしる 無視無視

■■ 経済的虐待経済的虐待
年金や預金の搾取年金や預金の搾取

■■ 性的虐待性的虐待

連絡は、各地域包括支援センターへ

北部（Tel0538-36-4865）城山中・向陽中学校区
中部（Tel0538-37-1060）第一中・神明中学校区
南部（Tel0538-66-9221）南部中・竜洋中学校区

豊岡（Tel0539-63-5000）豊岡中学校区
豊田（Tel0538-36-1300）豊田中・豊田南中学校区
福田（Tel0538-58-3242）福田中学校区

磐田市高齢者虐待防止ネットワーク会議 磐田市健康福祉部高齢者福祉課 Tel(0538)37-4831
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 認知症の若年層への周知 
 
日 時 平成 23年 2月 1７日（木）9:35から 45分×３ 
    2時間目 3年 3組 35名 
    3時間目 3年 1組 35名 
    4時間目 3年 2組 35名 
場 所 神明中学校 2階 講義室 
内 容 「認知症から社会参加の必要性を学ぶ」 
対 象 3年生 105名 
 
 
 ワークショップ ＜認知症という病気を知っていますか？＞   「忘れる」と「分からない」の違い （寸劇）  

脳の働きについて                     日本の現状について 

地域に住むわたしたちにできること 生徒と一緒に寸劇で実践 

今回は社会科の授業として、高齢社会の現状や社会
保障制度に触れながら、認知症についての理解、地域
での見守りついて授業を行いました。 
＜社会保障制度は公民（3年生）で学習＞ 
  
【今後の展開】 
 ・認知症が高齢者虐待の原因の一つになっている 
・ 関係機関が連携する必要がある  
を、追加した啓発活動にしていきたい。 


